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軽水の等方散乱断面積と Pl 成分の非等方散乱断面積および，等方熱中性子源分布と Pl 成分の非等方
熱中性子源分布を計算に導入する必要がある。
(3) 実験体系内の中性子ビームを引き出すためにもうけた中性子引き出し孔による熱中性子スペクト
ルの歪み効果は，計算により明確に評価する必要がある口この効果を計算出来ない体系の場合であ
って，かつ歪み効果が有意と推定されるときは実験的に熱中性子スペクトルの歪み効果を測定する
ことが必要で、ある。
(4) 黒鉛炉の臨界計算には，黒鉛の熱中性子散乱モデルに原子間結合を考慮した散乱モデルを用いた
熱中性子スペクトル平均値に対応する熱中性子群定数を用いる必要がある。また格子体系の非均質
性を詳細に取り扱うことにより，臨界質量および実効増倍係数を精度よく予測出来る。
以上のように，本論文は熱中性子スペクトル測定技術の向上により 黒鉛・軽水炉などの主要な熱
中性子炉の物理における新しい知見を得ており，その成果は原子力工学分野に貢献する所が大きしh
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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